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稲枝地区第 2次住民福祉活動計画 

１．地域のみんなが集まり、楽しみながら 
コミュニケーションを深める事業を作ろう 
◇日常近隣・家庭内で挨拶運動をしよう 
◇ふれあいサロン・世代間交流・おしゃべり会・ 

コミュニティカフェ・健康づくりなどを推進し 
よう 

   ◇同好会的活動への支援をしよう 
   ◇他団体との連携を図ろう 

 
２．いつでも、誰でも気楽に集まれる「居場所」

を作ろう 
◇資源を活用しよう 

○古民家・公民館・お寺など 
    

３．お互いの関わり合いを見直し、住民としてや
るべきことは何かを考え実践しよう 
○講習会・研修会の開催 
○情報誌などでの PR 

○実施項目の選択と推進 

１．高齢者・障がいのある人等、困っている人の支援体制を作
ろう 

◇福祉委員会を設置しよう 
◇現状把握・組織確立（地区・町）、推進・振り返り会などを実践

しよう 
    ○見守り、送迎、家事支援など 

 
２．子どもたちが気楽に集い・学び・遊ぶ場を作ろう 
   ◇古民家・公民館・ふれあい広場など学区を超えた場所も考えよう 
   ◇遊具の充実を図ろう 

    
３．若者が住みやすいまちにしよう 
   ◇若者が住みたいと思う環境づくりをしよう 
    ○子育て支援制度の充実  ○誰でも住める「地区計画」へ  

○地区の良さの発掘と活用・伝承 
◇働く場所の開拓をしよう 

    ○企業誘致  ○６次産業  ○稲枝地区資源の有効活用 など  
   ◇稲枝地区の良さ・魅力を積極的に PR しよう 

    ○行政・大学・商工会等と連携した事業の推進 
 

４．災害時にも迅速に対応できる体制を作ろう 
◇実態に合った組織への再編と実りある訓練とするための工夫を

しよう 
○在宅者の参画  ○多数参加の初期消火および避難・炊き出し 

訓練  ○要援護者への支援（福祉マップ作成） 
◇防災・減災活動を見直し推進しよう 

  ○消防用設備の設置と定期的チェック、非常時持ち出し品・備蓄
品など準備 ○命のバトンフォロー ○防災士の育成 など 

  
５．個人情報活用のルールを作ろう 

◇防災など福祉活動で必要な個人情報を明確化し、使途・管理者な 
どのルールを決めよう 

   

１．自治会のあり方を見直そう 
   ◇今の時代に即した地域活動として必要なものは何か

を見直し活用しよう 
○組織・事業など 

   ◇各世代の役割分担を見直し、全員参画のまちづくり
を目指そう 

   ◇事業・行事が、楽しみ・充足感のあるものとなるよ
う見直しをしよう 

   ◇核となる人の育成をしよう 
○研修会・広報誌の充実、高齢者の活用など 

 
２．男女が共に活躍できる地域や家庭にしよう 

◇女性が活躍する社会についての研修会を開催しよう 
   ◇自治会選挙制度の改革を進めよう 

○１８歳以上に選挙権付与、クオーター制の導入な
ど 

   ◇家族で家庭内の役割を分担しよう 
 

３．空地・空家を活用しよう 
◇自治会または稲枝地区として、空地・空家を管理す 

るシステムを作り、利活用を進めよう 
    ○登録、日常管理、修理、売却、処分、活用など 
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